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Inhalation	Toxicoloy,	22,	930-936(2010)
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学 会 発 表	

●企画調整課	

01)	 Akio	Kimura：Coprological	survey	of	intestinal	parasites	in	wildlife	habitat	in	urban	area	of	Kansai,	Japan	since	2005,	

11th	Asian-Pacific	Congress	for	Parasitic	Zoonoses,	Inchoen,	Korea	(2010)

●細菌課

02)	 田口真澄，河原隆二，勢戸和子	：	海外旅行者下痢症患者から分離したサルモネラのプラスミド性キノロン耐性，第

84回日本感染症学会総会，京都	(2010)

03)	 田口真澄：食肉のカンピロバクター汚染実態とイムノクロマト法による検出，第 3回日本カンピロバクター研究会，

宮崎	(2010)

04)	 勢戸和子，神吉政史，原田哲也，田口真澄：市販食品からの志賀毒素産生性大腸菌	(STEC)	検出方法の検討と分離株の

性状，第 14回腸管出血性大腸菌感染症研究会，宮崎	(2010)

05)	 神吉政史，勢戸和子，原田哲也，余野木伸哉，久米田裕子：食品中のO157 およびO26 以外の志賀毒素産生性大腸菌

の増菌培養条件についての検討，第 31回日本食品微生物学会学術総会，滋賀	(2010)

06)	 坂田淳子，川津健太郎，久米田裕子：食品における腸炎ビブリオ汚染の免疫学的スクリーニング方法の開発，第 31

回日本食品微生物学会学術総会，滋賀	(2010)

07)	 河合高生，井澤恭子，余野木伸哉，坂田淳子，原田哲也，河原隆二，神吉政史，勢戸和子，久米田裕子：腸炎ビブリ

オと誤同定される白糖非分解性Vibrio 属菌について，第 31回日本食品微生物学会学術総会，滋賀	(2010)

08)	 下田浩之，山本千景，内田和之，河合高生，浅尾　努，山田和子：市販鶏肉のカンピロバクター，サルモネラ汚染実

態調査	- 衛生指標菌との関連性 -，第 31回日本食品微生物学会学術総会，滋賀	(2010)

09)	 原田哲也，神吉政史，河合高生，田口真澄，久米田裕子：鶏肉からのバンコマイシン耐性腸球菌 (VRE) 試験法の検討，

第 31回日本食品微生物学会学術総会，大津 (2010)

10)	 田丸亜貴，和田崇之，長谷　篤，岩本朋忠，吉田志緒美，前田伸司，松本智成：大阪府における多発性広域感染株について，

第 85回日本結核病学会総会，京都	(2010)

11)	 依田知子，左近直美，中田恵子，加瀬哲男：RT-LAMP 法を用いたノロウイルス検出キットの再評価，第 51回日本臨

床ウイルス学会，高松 (2010)

12)	 勝川千尋，小宮貴子，長崎淳一，砂川一浩，須崎信茂，長町暢也，久保　剛，稲毛龍彦，千野和彦，保田英彰，山崎裕之，

上杉泰子，田川惠富，高橋元秀：香川県内のネコのジフテリア毒素産生性 Corynebacterium	ulcerans	感染状況調査お

よび分離株の解析，第 150 回日本獣医学会学術集会，帯広	(2010)

●ウイルス課

13)	 山崎謙治，中田恵子：日本国内における急性胃腸炎患者からのピコビルナウイルスの検出，第 58回日本ウイルス学

会学術集会，徳島	(2010)
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14)	 山崎謙治：ノロウイルス不活化効力試験にマウスノロウイルスを代替とすることの有用性について，第 26回日本環

境感染学会総会，横浜	(2011)

15)	 左近直美，中田恵子，加瀬哲男，萬谷雅宣：感染性胃腸炎とリンパ球減少，第 51回日本臨床ウイルス学会学術集会，

香川 (2010)

16)	 丹下正一朗，Benoit	Chapellier，左近 - 田中直美，中西　章：アストロウイルスリバースジェネティック系の改良，第

58回日本ウイルス学会学術集会，徳島 (2010)

17)	 左近直美：感染症を引き起こす微生物の基礎知識－最近のウイルス感染症の事例を中心に－，防菌防黴学会　基礎講

座　(2010)

18)	 中田恵子，小林真之，大藤さとこ，福島若葉，前田章子，福井徹哉，中野貴司，加瀬哲男，廣田良夫：幼児における

単価新型インフルエンザワクチンの有効性に関する症例対照研究，第 14回日本ワクチン学会学術集会，東京	(2010)

19)	 加瀬哲男：「インフルエンザのウイルス学的診断」１) ウイルス分離と血清診断，第 51回日本臨床ウイルス学会，香

川 (2010)

20)	 Morikawa	S,	Hiroi	S,	Miyagawa	H,	Takahashi	K,	Kase	T　	Pandemic	influenza	(H1N1)	2009	in	Osaka,	Japan,	 -What	

local	surveillance	teaches	us-.	Options	for	the	Control	of	Influenza	VII,	HongKong,	China,	2010

21)	 廣井　聡，森川佐依子，具　芳明，宮川広実，西村公志，赤阪　進，宮園将哉，神谷　元，八幡裕一郎，古宮伸洋，

安井良則，加瀬哲男，高橋和郎：新型インフルエンザの不顕性感染に関する研究，第 58回日本ウイルス学会学術集会，

徳島 (2010)

22)	 森川佐依子，山崎謙治，加瀬哲男：新型インフルエンザ (AH1N1pdm) 流行初期における他の呼吸器ウイルスの検出状

況，第 53回日本感染症学会中日本地方会学術集会，京都 (2010)

23)	 Kase	T,	Morikawa	S,	Hiroi	S：Pandemic	influenza	H1N1	2009	in	Osaka,	Japan.	5th	INTERNATIONAL	CONFERENCE		on	

Microbiology	of	Food,	Health	and	Environment:	Problems	and	Prospects	in	Developing	Countries,	Dhaka,	Bangladesh		

(2010)

24)	 青山幾子，弓指孝博，高崎智彦，加瀬哲男，高橋和郎：チクングニヤ熱において IgM抗体が持続した１症例，	第 51

回日本臨床ウイルス学会，香川 (2010)

25)	 青山幾子，弓指孝博，高崎智彦，林　昌宏，倉根一郎，加瀬哲男，高橋和郎：大阪府におけるデング熱・チクングニ

ヤ熱の検査体制，衛生微生物技術協議会第 31回研究会，鹿児島 (2010)

26)	 青山幾子，弓指孝博，高崎智彦，林昌宏，加瀬哲男，高橋和郎 :	日本脳炎ワクチン接種によるウエストナイルウイル

スに対する交差中和抗体の獲得，	第 58 回日本ウイルス学会学術集会，徳島 (2010)

27)	 小島洋子，川畑拓也，森　治代：大阪府および近隣地域におけるHIV/HBV 重複感染例の解析，地研近畿支部ウイル

ス部会研究会，奈良	(2010)

28)	 川畑拓也，森　治代，小島洋子，市川誠一，塩野徳史 ( 名古屋市立大 )，鬼塚哲郎，辻　宏幸 (MASH 大阪 )：MSMを

対象としたHIV 検査キャンペーン，第 24回	近畿エイズ研究会学術集会，大阪 (2010)

29)	 中瀬克己，堀　成美，尾本由美子，高橋裕明，川畑拓也，山岸拓也，中谷友樹，神谷信行，灘岡陽子，白井千香：性

感染症サーベイランスの地方自治体における運用と課題，日本性感染症学会第 23回学術大会，福岡 (2010)

30)	 川畑拓也：大阪のHIV 発生動向について，大阪 STI 研究会第 33回学術集会，大阪 (2010)

31)	 川畑拓也：2010 年 HIV/AIDS の発生動向，関西ＨＩＶ臨床カンファレンス第 46回講演会，大阪 (2011)

32)	 森　治代，小島洋子，川畑拓也：HIV-1 重複感染例の検出，第 24回日本エイズ学会，東京 (2010)

33)	 服部純子，椎野禎一郎，潟永博之，林田庸総，吉田	繁，千葉仁志，小池隆夫，佐々木悟，伊藤俊広，内田和江，原	孝，

佐藤武幸，上田敦久，石ヶ坪良明，近藤真規子，今井光信，長島真美，貞升健志，古賀一郎，太田康男，山元泰之，

福武勝幸，加藤真吾，藤井　毅，岩本愛吉，西澤雅子，仲宗根正，岡　慎一，伊部史朗，横幕能行，上田幹夫，大家
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正義，田邊嘉也，渡辺香奈子，渡邉　大，白阪琢磨，小島洋子，森　治代，中桐逸博，高田	昇，木村昭郎，南	留美，

山本政弘，松下修三，藤田次郎，健山正男，杉浦　亙：2003 ～ 2009 年の新規HIV/AIDS 診断症例における薬剤耐性

頻度の動向，第 24回日本エイズ学会，東京 (2010)

●食品化学課

34)	 阿久津和彦，柿本健作，小西良昌：Temporal	Trend	of	Polybrominated	Diphenyl	Ethers	in	Archived	Breast	Milk	

Samples	from	Osaka,	Japan,	Fifth	International	Symposium	on	Brominated	Flame	Retardants	(BFR	2010)，京都	(2010)

35)	 内田耕太郎，起橋雅浩，尾花裕孝：畜水産食品中のキノロン系抗菌剤の分析，第 100 回日本食品衛生学会　学術講演会，

熊本	(2010)

36)	 清田恭平，吉光真人，阿久津和彦，尾花裕孝：果実におけるタンパク質検出方法の検討，第 100 回日本食品衛生学会

学術講演会，熊本 (2010)

37)	 野村千枝，山口瑞香，阿久津和彦，尾花裕孝：食品中ポリソルベート分析法の改良，第 100 回日本食品衛生学会学術

講演会，熊本 (2010)

38)	 山口瑞香，柿本健作，山口貴弘，尾花裕孝：動物用医薬品の一斉分析	－ポリエーテル系抗生物質、マクロライド系駆

虫薬を中心として－，第 100 回日本食品衛生学会学術講演会，熊本 (2010)

39)	 吉光真人 ,	清田恭平 ,	阿久津和彦 ,	尾花裕孝：特定原材料「えび」「かに」の定性検査法について ,	第 100 回日本食品

衛生学会学術講演会 ,	熊本 (2010)

40)	 柿本健作，山口貴弘，山口瑞香，尾花裕孝：食品中のイミダゾール、ベンツイミダゾール系駆虫薬分析方法の確立，

第 47回全国衛生化学技術協議会年会，神戸	(2010)

41)	 北川陽子，起橋雅浩，高取聡，福井直樹，中辻直人，小阪田正和，柿本幸子，尾花裕孝：GC/MS/MS を用いた加工食

品中の残留農薬一斉分析法の検討　―農産物を主原料とした加工食品を中心に―，第 47回全国衛生化学技術協議会

年会，神戸 (2010)

42)	 清田恭平，吉光真人，阿久津和彦，尾花裕孝：特定原材料 ｢えび｣ ｢かに｣ 検査その１　―スクリーニング試験につい

て―，第 47回全国衛生化学技術協議会年会，神戸 (2010)

43)	 小西良昌，柿本健作，永吉晴奈：母乳中OH-PCB 分析における脂肪抽出時の pHの影響，第 47 回全国衛生化学技術

協議会年会，神戸	(2010)

44)	 福井直樹，高取聡，北川陽子，起橋雅浩，中辻直人，小阪田正和，柿本幸子，尾花裕孝：LC/MS/MS を用いた飲料中

の残留農薬一斉分析法の検討，第 47回全国衛生化学技術協議会年会，神戸 (2010)

45)	 山口貴弘，柿本健作，山口瑞香，尾花裕孝：畜産食品中のホルモン剤及びβ作動薬一斉分析法の検討，第 47回全国

衛生化学技術協議会年会，神戸 (2010)

46)	 吉光真人，清田恭平，阿久津和彦，尾花裕孝：特定原材料「えび」「かに」検査　その 2	－確認試験について－，第

47回全国衛生化学技術協議会年会，神戸 (2010)

47)	 高取　聡，阿久津和彦，住江正大，杉野法広，中澤裕之，牧野恒久：臍帯血清，羊水及び胎脂中のフタル酸ジ ( ２－

エチルヘキシル ) 及びフタル酸モノ ( ２－エチルヘキシル ) の分析 ( 第二報 )，環境ホルモン学会第 13回研究発表会，

東京 (2010)

●薬事指導課

48)	 川口正美，梶村計志，田口修三：保存により溶出挙動に変化が認められた硬カプセル剤について，第 47回全国衛生
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化学技術協議会，神戸	(2010)

49)	 田上貴臣，梶村計志，山崎勝弘，沢辺善之，田口修三：漢方製剤を対象とした有機塩素系農薬およびピレスロイド系

農薬の簡便な分析法の開発，第 47回全国衛生化学技術協議会，神戸	(2010)

50)	 土井崇広，梶村計志，田口修三：ホルムアルデヒドドナー型防腐剤ジアゾリジニル尿素の化粧品中での分解について，

第 47回全国衛生化学技術協議会，神戸	(2010)

51)	 岡村俊男，味村真弓，松田岳彦：薬局における残薬等の廃棄方法及び患者に対する廃棄法指導に関する実態調査，第

60回日本薬学会近畿支部総会・大会，大阪	(2010)

52)	 田上貴臣，有本恵子，伊藤美千穂，岡坂　衛，金谷友成，川西洋一，酒井英二，嶋田康男，高井善孝，十倉佳代子，

野口　衛，野村涼坪，橋爪　崇，久田陽一，本多義昭，守安正恭，山本　豊，横倉胤夫：生薬品質集談会報告第 41

報　－ゴミシについて ( 補遺 ) －第 39回生薬分析シンポジウム，大阪	(2010)

●生活環境課

53)	 田中榮次，枝川亜希子：温泉水中モノクロラミンの自動分析，第 37回防菌防黴学会，東京 (2010)

54)	 小泉義彦，宮野啓一，田中榮次，高木総吉，安達史恵，足立伸一：大阪府内における水道水中N- ニトロソジメチルア

ミン (NDMA) の実態調査，第 47回全国衛生化学技術協議会年会，兵庫 (2010)

55)	 小泉義彦，高木総吉，宮野啓一，田中榮次，安達史恵，足立伸一：大阪府内の水道水中NDMAについて，第 13回日

本水環境学会シンポジウム，京都 (2010)

56)	 高木総吉，吉田　仁，安達史恵，上堀美知子，清水武憲，園井一行：大阪府内における水道水由来の有機フッ素化合

物の摂取量の推定，第 19回環境化学討論会，春日井 (2010)

57)	 上堀美知子，清水武憲，園井一行，大山浩二，高木総吉，吉田　仁，安達史恵：大阪府域における有機フッ素化合物

の環境実態調査，第 19回環境化学討論会，春日井 (2010)

58)	 高木総吉，安達史恵，小泉義彦，宮野啓一，田中榮次，足立伸一：IC-MS/MS を用いた水中 Perchlorate の分析，第

13回日本水環境学会シンポジウム，京都 (2010)

59)	 高木総吉，安達史恵，小泉義彦，宮野啓一，田中榮次，足立伸一：大阪府における水道水中過塩素酸イオンの実態調

査について，第 47回全国衛生化学技術協議会年会，神戸 (2010)

60)	 高木総吉，鈴木俊也，西村哲治，川元達彦，小林　浩，猪又明子，森田久男，永瀬久光，中室克彦：環境試験法　水

質試験法　有機フッ素化合物，日本薬学会第 131 年会，静岡 (2011)

61)	 安達史恵，高木総吉，吉田　仁，上堀美知子，清水武憲，園井一行：大阪府内に勤務する人の血清中有機フッ素化合

物について，第 19回環境化学討論会，春日井 (2010)

62)	 枝川亜希子，木村明生，田中榮次 ,	土井　均，楠原康弘，足立伸一，宮本比呂志：コンタクトレンズ消毒保存液マルチパー

パスソリューションのAcanthamoeba に対する消毒効果，第 37回日本防菌防黴学会，東京	(2010)

63)	 中野　仁，奥村早代子，百合竜三，井上俊行：使用人員の少ない家庭用浄化槽の夜間間欠ばっ気運転による省電力化

と水質への影響，第 24回全国浄化槽技術研究集会，長野 (2010)

64)	 奥村早代子，百合竜三，井上俊行：小型浄化槽の維持管理と処理状況について，第 24 回全国浄化槽技術研究集会，

長野 (2010)

65)	 小川　浩，細井由彦，城戸由能，関川貴寛，奥村早代子，山本康次：人口減少を踏まえた生活排水処理施設整備に関
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